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サッカードが生じ無くても時聞が短く知覚されることが明らかになった。この結果に基づき、外界の情報
が弱いと、脳内では時間差が生じていないと処理される新たな仮説を提案している。この研究の成果は、
これまでの研究者の考えを改変する最先端の研究成果であり、国際的にも極めて評価が高い Nature
Neuroscience誌に掲載された。既に海外の研究誌にも引用され始めている。
研究では、追跡眼球運動中に生じる混色現象を検討している。申請者は、追跡眼球運動中の混色に関
わる色知覚に関する時間分解能を調べ、追跡眼球運動中に向上することを明らかにした。その結果は、外
部からの色知覚に関する視覚情報にブレがあっても、脳内で調整する働きがあると仮定している。これら
の研究成果も国際学会や審査付きの国際誌で発表している。
研究では、色運動と輝度の変化による運動情報との比較を、追跡眼球運動の事態で検討している。追
跡眼球運動中には、外界の刺激からくる網膜像は変動している。実験の結果、色運動に見かけの速度低下
が生じ、それは速度の比較前に行われていることを明らかにした。内容の一部は、既に学会等で発表され
ておりが、現在、学術誌への投稿準備中である。
本論文では、一貫して、外部からくる視覚刺激情報における微弱な時間的、空間的な差違の情報処理に
関して、眼球運動と関連させて心理物理学的実験を実施している。それらの処理が、網膜の早い段階か、
あるいは脳内の段階での予測的な調整によって行われるかを眼球運動の事態で詳細に比較検討した。
申請者は、本学の学部、大学院博士課程の、前期課程および後期課程で、主査のゼミを終了した。後期
課程在籍中より、NTTの厚木研究所と本学を行き来しながら精力的に実験研究を続けた。その後、東大
の研究員に採用され実験研究を続け、これまでの研究成果を今回の博士論文としてまとめた。それぞれの
研究成果は世界の最先端を行く優れたもので、国際誌で採択されており高く評価できる。
申請者の寺尾氏は、本大学院文学研究科の後期課程に進学後も、規定に従って2007年月12日に論文計
画書が承認され、2007年12月20日に予備論文が、また2010年12月15日の、博士申請論文の受理審査に合格
している。寺尾氏の論文内容と、これまでに行ってきた国際的な学術誌での成果の出版、国内外での学会
発表などの学術的活動、さらに、2011年月22日に総合心理科学専攻主催として開催された博士論文発表
会での発表内容、その後に行われた口頭試問の結果から判断して、寺尾将彦氏が、博士学位（心理学）を
授与するにふさわしいと、審査員一同判断したので報告する。
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